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NPO 法人髙瀬蔵(平成 22 年 7 月１日発行) 

 会報 Vol.22 
◆◆◆  おかげさまで５周年  ◆◆◆ 

５月１４日（金）、髙瀬蔵の開館５周年記念イベントとして、テ

レビ・ラジオでおなじみの大田黒浩一さんを講師に招いて講演会を

開催しました。 

“人生は元気で楽しく”と熊本弁で熱く語る大田黒さん。ご自身の

生い立ちから現在に至るまでの体験やエピソードに会場は笑いの

渦に包まれました。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

髙瀬蔵での窯元展も 6回目を迎え、毎年恒例の

行事になってきました。それと同時に、「この時

期の窯元展を毎年楽しみにしています。」とリピ

ーターとして、北九州や鹿児島、宮崎といった県

外からのお客様も多く来場していただきました。 
 今年は、荒尾・玉名地域 16 の窯元がそれぞれ

の特徴を生かした作品を展示して、お客様の目を

楽しませる事が出来ました。 

 新幹線・新玉名駅開業を控えて、髙瀬裏川の花

しょうぶと荒尾玉名地域のやきものが、玉名の大

きな魅力の一つであることを確信する事ができ

ました。 

荒尾玉名地域窯元振興会 会長 丸山 修 

髙瀬裏川花しょうぶまつりの最終日、高校生の若者たちの活気あふれる３校合同の高校生デパート

「若蔵」が開催されました。社長の宮島明日美さん（北稜）、副社長の高尾隆太君（専玉）、倉岡美咲

さん（玉名女子）らのオープニングの挨拶を待ちきれないかのようにお客様が売り場にかけつけ、目

的の花やお菓子などを買い求める姿が見られました。 
今年で６回目の開催だけに商品の仕入れやディスプレー、販売方法などこれまでの経験を生かし短 

い時間に精一杯デパートの経営ができたことと思います。また、３日前に裏川で行われた宣伝隊の吹

奏楽（専玉）、よさこい演舞（玉名女子）、北稜太鼓（北稜）やチラシ配布の宣伝もとても迫力があり、

大いに集客につながったようです。                （商店会イベント部会）                         

タマにゃんも応援！裏川宣伝隊 「試食いかがですかー！」活気あふれる売り場 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

今回は、２回目となるウェディングドレスやティアラ

などの小物と、付き添いの女の子のドレスも愛らしく押
花で飾り、前回とは違う雰囲気のドレスだったと思いま
す。 

 ＮＨＫのローカルニュースの中でも取り上げていた
だいたお蔭で、遠方からもおこし下さいました。 
 これからも、たくさんの方に喜んでいただくよう、押

花絵だけでなく、考えていきたいと思っております。    
押花「ルピナスの会」 吉村 美津子 

                                 

 

本年度第 1 夜（4 月 22 日）は、「ホーランエンヤが巡ってきた」をテーマとして大浜校区まちづくり

委員会の戸嵜孝行氏、清田宏二氏により話題提供していただいた。今年は外嶋(としま)住吉神社(大浜町)
の御鎮座 940 年の年紀祭の年に当たり５月 1 日からの 3 日間、町をあげてのお祭りが開催される。その
中でも何十隻もの大群を連なっての奉納舟は、見ている人々を圧巻するとの話をしていただいた。 

第 2 夜（5 月 27 日）は｢日本の工業技術、世界に広まる｣をテーマとしてブリヂストン熊本工場の内
田伸二氏に話題提供していただいた。話によると、入社以来、ゴムクローラーの研究開発に携わってき
ており、紆余曲折を経て現在に至った過程を話とプロジェクターにより分かりやすく話していただいた。

ゴムクローラーとは建設機械や農業機械等の足回り部分の事を指しており、当社の製品が世界のあらゆ
る所で活躍しているとの事。日本の技術力の高さに驚くとともに何か誇らしげな気持ちとなった夜噺で
あった。 

第 3 夜(6 月 24 日)は、「陶片が語る古の玉名」と題し、松本学園理事長松本秀蔵氏からのお話。私た
ちの故郷、玉名には母なる川菊池川が延々と流れており、太古の昔から人々の生活には欠かせない大事
な川となっていた。その菊池川は昔から干満の差が大きく、干潟となった流域からは陶片(とうへん)を

発見する事も多く、太古の人々の暮らしを陶片から垣間見る事ができる。重要な資料となっている。と
の話。昔の人々はどの様な暮らしをしていたのだろう。等、悠久の浪漫に思いを巡らせた夜噺となった。

（文化部会） 

第２夜「日本の工業技術、世界に広まる」 第３夜「陶片が語る古の玉名」 

海産物などの玉名地域を代表する匠が蔵に集結しました！ 
今年は、天気に恵まれ、県内外からたくさんのお客様がお見

えになりました。開催後、出店者による反省会では、「お客様目

線で何ができるか」という視点で意見交換を行い、特に車イス

や障害者への配慮について皆で考えていくことにしました。今

後もおもてなしに磨きをかけ、来年、新幹線でお見えになるお

客様をお迎えしたいです。      （玉名物産振興協会） 



5 月 20 日（木）、ＮＰＯ法人髙瀬蔵の平成 22 年度通常総会を開催しました。 

正会員 150 名中 36 名が出席（委任状 62名）。事務局から厳しい財政状況と人材不足による自主 

事業の実施が困難となっていることを報告し、出席会員から質問や提案が出されました。平成 21

年度の事業報告・収支決算と平成 22 年度事業計画・収支予算の 2 議案を原案どおり議決。 

 総会終了後懇親会をおこない、会員の交流を深めました。          （事務局Ｇ） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

NPO 法人 髙瀬蔵 
熊本県玉名市高瀬 155-1(〒865-0025) 
TEL・FAX 0968-72-2480 
E-MAIL takasegura@aria.ocn.ne.jp 
URL http://www.tamana-cci.or.jp/NPO/indexf.html 
開館時間 10:00～24:00(イベント開始時間により変更あり) 

挨拶する猿渡理事長（通常総会にて） 懇親会の模様 

「楽しく・美しく歌いたい講座」を 6 月

17、24 日、7月 1 日の 3回講座で開催しまし

た。 

 参加者は、「どうしたら歌が歌いやすくな

るの？」、「もっと声が出るには？」と歌に関

する強い思いをもって講師の片山敬子先生

の話を聞き入っていました。 

 とても和やかな雰囲気の中、ホールに素敵

な歌声が響いていました。 

 受講後、「歌には気持ちの大切さや幾つに

なっても学ぶ事って、感動がある物ですね」

と、嬉しい感想をいただきました。    

（音楽部会） 
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